各位

組合員の皆様とクラブへ注意喚起いたします。

現在、ベネズエラでは海賊の一種、むしろ船上での強奪事件が発生していることを認識し、適切な予防策をとる必要があります。
この問題はPuerto la Cruz港で起こっています。Joseやその周辺のオイルターミナルのバースで待機しなければならない船舶は、Balcelona市沖で錨泊するよう指示されますが、船長はこのような指示を拒否すべきです。Puerto la Cruz市沖のBahia de Pozuelosで錨泊するつもりであると伝えることをお勧めします。
強盗たちが夜の闇や警戒感のなさを利用して船舶に乗り込み強奪行為を行う場所は、居住地や港、海軍基地から離れています。船員が猿ぐつわをされたり、銃で脅されたり、殴られるというような事件が発生しており、船長が訴えると、現地当局は他船の船員がパニックを引き起こさないように、大抵この事件をP&Iクラブに報告しないよう命令します。しかしながら、このような事件は確かな予防策で防ぐことができます。
強盗は必要ならば殺人も厭わないことを知っておかなければなりません。従って、最善の予防策は強奪行為の発生を避けることです。
つまり、私たちがお勧めするのは、
１．常にPuerto la Cruz市沖のGuaraguao付近のBahila de Puzuelosで錨泊すること。

２．24時間態勢でメインデッキまたはブリッジに見張りをおくこと。

３．本船付近に多数の人が乗っているボートがあれば、本船が発見していることを分からせるため反射器を使用して示すこと。
４．すぐにハーバーマスターと代理店に通報し、応答がなければP&Iクラブのコレスポンデンツに連絡すること。
５．もしボートが引き下がらなければ、汽笛を使うこと。

６．もし強盗に乗り込まれたら抵抗をしないこと。強盗は武装しているだけでなく、薬物の影響で攻撃的であることが多いので、命令どおりに行動すること。

７．国家警備隊や軍隊の助けを得るため、できる限りP&Iクラブの現地コレスポンデンツに報告すること。

私たちは、現地当局と協力して増加するこの災難を終わらせるべく取り組んでいます。ポートキャプテンは船長たちに１秒おきに５回の長い汽笛を鳴らし、約10秒待って再び始めるといった合図で他船に知らせるよう注意しています。
強奪行為のために使用されるボートはたくさんの人が乗っている漁船で、漁労作業を行っていないものです。
以上
Francisco Villanova

VENEPANDI C.A.

試　訳








